
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号 

令和６年 

７月２３日（火）発行 

 

一学期、子ども達はよく挑戦して、成長しました 

校長 四十住基子 

 ７月４日に４年生から６年生２５人が参加するワークショップがありました。珠洲市が作成中の復

興計画に反映させる目的で、全市内全小中学校で行われています。珠洲の未来を、子ども達の意見を入

れて考えてもらえるのは、とても有難いことであるし、将来をつくのは子供たちだから、やりがいがあ

りますね、と話をしました。テーマは「珠洲市の好きなところ」「珠洲市のちょっと嫌いなところ」そ

して「この先、珠洲市に住みたいか、否か」でした。その中で、大きな発見をしました。 

それは、子ども達はふるさと珠洲での暮らしの良さを、「人と人との関係性」に見ているということ

です。例えば、祭りの良さを聞かれて、「楽しい」くらいかなと予想していたのですが、「みんなで盛り

上がれることが、いい」といった４年生がいました。また、人が優しいという良さを聞かれて、「近所

のおばあちゃんたちが『学校どうやった？』とか、必ず声を掛けてくれて、それがいいなと思っている」

というエピソードを紹介してくれた６年生がいました。そして、住み続けたい理由を問われて、「だっ

て、友達がいるから。」と一人の６年生が即答してくれました。珠洲には、お互いを大事に思う友達や

近所の人、そして珠洲の祭りや暮らしを大事にする仲間がいます。そんな信頼関係や親しさに包まれて

安心して暮らしていけるのが、珠洲の魅力なのだと子供たちは言っています。飯田小学校も、お互いを

大切におおいに関わり合って、成長できる学校にしていきたいと思いました。 

一学期は、子ども達には、自分の好きなことを一生懸命取り組みましょう、と呼びかけました。勉強

でもいいし、行事でもいいし、あいさつを頑張るのでもいいし、委員会活動、読書、課外活動でもいい

ことを告げました。成果は出始めました。授業中の集中力が高まりました。全員で発言することを頑張

っているクラスもあります。花や植物の水やりに精を出したり、鉄棒の技を増やしたり、竹馬や一輪車

に乗り始めたり、委員会活動で活躍したり、行事を企画して下級生たちを喜ばせたり、避難所の人達を

招いて発表会を催したり、様々なチャレンジが生まれています。小学生は成長が早いです。昨日できな

かったことが今日できるようになっています。その中で、必死で練習したり、去年はよくケンカをして

いた友達と、今年は協力しながら目標達成に向かっていたり、自分の意見を素直に表現していたり、感

想発表でも自分の言葉で語り始めたり、一人一人、一学年一学年の成長が私の目に焼き付いている一学

期でした。付け加えると、それを支える飯田小職員も、前年踏襲が効かない中、おおいに挑戦し、試行

錯誤、児童への寄り添いや指導に力を尽くしてくれたと思います。 

最後になりますが、この一学期間、これまで以上に保護者や地域の方のお力をお借りしました。様々

な場面で「子どものために」という言葉をよく聞きます。また「〇〇さんがこんなことをしてくれて嬉

しかった」と具体的にお話をいただくことがたくさんあります。復興最中、子ども達のためにお力添え

をいただいておりますことを、心より感謝申し上げます。夏休みもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の行事予定 

 
２日（月）２学期始業式 防犯パトロール 
     おはよう挨拶 街頭指導 
３日（火）袖司書来校・山岸 ICT支援員来校 

４日（水）避難訓練 水泳学習 

委員会  全校 15:30下校 

５日（木）朝の読み聞かせ  

６日（金）佃ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ ＡＬＴｼﾞﾘｱﾝ先生 

９日（月）かがやき集会 

１０日（火）いじめ・携帯アンケート  

１１日（水）水曜日課 全校 14:30下校 

１２日（木）運動会予行練習 おはよう挨拶 

１３日（金）安全点検・防犯ブザー点検 

      ＡＬＴｼﾞﾘｱﾝ先生 街頭指導 

１４日（土）運動会（市陸上競技場） 
１５日（日）運動会予備日 
１６日（月）運動会予備日 

１７日（火）振替休業日 

１８日（水）水曜日課 全校 14:30下校 

１９日（木）朝の読み聞かせ 

２０日（金）ＡＬＴｼﾞﾘｱﾝ先生 

２４日（火）全校朝会 街頭指導 

２５日（水）街頭指導  

委員会  全校 14:30下校 

２６日（木）街頭指導 

２７日（金）街頭指導 おはよう挨拶 

      ＡＬＴｼﾞﾘｱﾝ先生 

１日（木）プール開放日 

２日（金）プール開放日 

ＰＴＡ役員会 １８：００～ 

４日（日）２年生親子会 

５日（月）全校登校日 ８：１０～ 

６日（火）プール開放日 

７日（水）プール開放日 

８日（木）プール開放日

１０日（土）学校閉庁日【１８日まで】 

１９日（月）安全点検 

２７日（火）学校運営協議会 １６：３０～ 

２９日（木）４・５・６年生登校日 ８：１０～ 

３０日（金）全校登校日 ８：１０～ 

３１日（土）ＰＴＡ環境整備作業（詳細は後日） 

の行事予定 

七夕短冊  ～とどけ、みんなの願い～（6月 27日） 

１年生が七夕の短冊を書きました。避難所の方に教えていただきながら、それぞれの願い事を短

冊に記しました。その後、避難所のみなさんも短冊を書き、玄関に吊り下げました。 

ＡＥＤ講習会 (7月 10日) 

水泳学習・プール開放に備え職員を対象に AED

講習会を行いました。急な案内でしたが保護者
の方も参加していただき、AED の正しい使い方
について再度確認できました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊お見送り  ～心を伝える歌～（6月 24日） 

地震後、飯田小でお風呂を提供してくださった自衛隊の皆さんが去ることになりました。毎日挨

拶を交わしたり、授業に参加してくださったり、とてもお世話になりました。６年藤野さんがお

礼の気持ちを伝え、６年濱岡さんが花束を渡しました。最後に全校で「Believe」を歌って送りま

した。一生懸命、歌う姿に自衛隊の方だけでなく避難所の方も涙を流していました。 

 プール掃除  ～みんなの笑顔のために～（6月 26日） 

諦めていた水泳学習ができるようになり、３～６年生、そして保護者の方にもお手伝いいただきプール掃除
をしました。今年は珠洲市内小学生が飯田小のプールを利用します。自分たちのためだけでなくみんなのた
めに心をこめてきれいにしました。珠洲市内の小学生みんなが水泳学習で楽しむ様子が目に浮かびます。 

プール開き ～みんなの安全を願って～（7月 1日） 

５・６年生が代表してプール開きを行いました。水の事故は、命の危険につながります。水泳学
習の約束についてお話を聞き、その後、みんなで水泳学習の安全を願いました。 

みんなのために頑張る飯田っ子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 祇園ばやし教室（６・７月土曜日） 

復興に向けたワークショップ  ～珠洲の未来を考える～（7月 4日） 

珠洲市の復興計画の一環です。珠洲の好きなところ、ちょっと嫌いなところ、住み続けたいかどうか
について考え、意見を交わしました。「友達がいるから」「人が優しいから」住み続けたいという意見
が聞かれました。子供たちなりに珠洲市の未来についてじっくり考える時間となりました。 

キャラゲ教室（7月 1日） 

地域の青木さんから「キャラゲ」を教えていただ
きました。山車を一斉に引き出す重要な「キャラ
ゲ」の節回しを５・６年生が引き継ぎます。 

非行被害防止講座 ～正しく安全に活用するために～（7月 5日） 

ネットやスマートフォンの正しい活用の仕方について、奥能登教育事務所の和嶋指導主事からお話を
聞きました。ネットの利用の仕方について、子どもたちと保護者の方では捉え方が違っていました。お
互いの意見を聞き合って、家庭でのルールについて再確認してみてはいかがでしょうか。 

例年行われていた「祇園ばやし教室」、今年は飯
田小の音楽室で開催です。場所は変わっても伝
統を引き継ごうと集まって練習しています。 

頭からダメというのではなく、
危険を知り、賢くインターネッ
トを利用できるようになればい
いと思いました。こどもの成長
とともに考えていきたいです。 

 

改めてネット依存の怖さを知る
ことができました。子どもたちも
危険を知るいいきっかけになっ
たと思います。今の時代必須アイ
テムですが上手くつきあってい
く必要性を親も子も感じること
ができたと思います。 

重大なトラブルは、今はありま
せんが、使い方やルールについ
て確認したり、使用中は同じ部
屋で過ごしたりとお互いに安
全でなるべくストレスが少な
く利用できるよう心掛けたい
と思いました。  

保護者の方の感想 


